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家畜の飼養管理・利用の動向，畜産物の需要の動向を踏まえ，
おおむね10年先を目途に策定する（鶏も家畜に準じて策定）。

根拠法：家畜改良増殖法（昭和２５年法律第２０９号）
関連計画･方針：「食料・農業・農村基本計画」

「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るため
の基本方針｣

①国内資源(土、草、未利用資源等)を有効活用し、わが国の気候
風土に適した家畜・鶏の改良による畜産物の安定生産

②遺伝的能力向上による生産コストの低減と品質の向上
③遺伝的能力を発揮させる飼養管理の改善
④消費者ニーズの多様化への対応

平成27年3月31日に酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針
及び家畜改良増殖目標を策定し、同年4月27日に公表（官報掲載）しました。

平成２７年４月２７日
農林水産省

酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針・
家畜改良増殖目標等

２０１５年

１９５０年
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２０１５年(平成２７年）３月

22年度

17年度

22年度

27年度

（１）遺伝的能力評価に基づく総合指数（ＮＴＰ）を重視した乳用牛
の改良を引き続き推進する

（２）飼養環境に適した体型の斉一化及び体各部の均衡を図る

（３）①生産者の牛群検定への参加を促進する

②後代検定を促進しつつ、ゲノミック評価を用いた効率的な
種畜の作 出を図る

③多様な乳用種の利用

④飼養管理の改善を促進するとともに、ＩＣＴ（情報通信技術）
等利用による繁殖管理

⑤生産者における飼養衛生管理基準の遵守の徹底

総頭数 133万頭（現在 140万頭）
うち２歳以上の雌牛頭数 92万頭（現在 96万頭）
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17年度 25年度

注：１）育種価向上値

親牛がその子に及ぼす遺伝的能力向
上効果のことであり，基準年＝０として
算出されるもの。平成２７年度の目標数
値は，同年に評価される種雄牛のうち
直近年度に生産された種雄牛の数値
（育種価）と基準年（平成８年度）に生ま
れた種雄牛の数値（育種価）の差である。
２）日齢枝肉重量

増体性に係る指標であり，次の式により
算出される。

肥育牛の枝肉重量
日齢枝肉重量＝

と畜時日齢
３）現在の欄の（ ）内は，枝肉情報として
収集した値の平均である。

27年度

22年度 12年度 17年度

22年度 27年度

（１）①産肉能力

・早期に十分な体重に達し、現状と同程度の脂肪交雑が入る
種畜の作出を推進する

・「おいしさ」に関する新たな指標化
②繁殖性
・１年１産を確実に実施する
③飼料利用性

（２）品種や系統の特性に応じ、適度な体積で、過大や 過肥は避
ける

（３）①広域的な後代検定による遺伝的能力評価に基づく優れた
種雄牛の作出と有効利用を推進する

② ・繁殖雌牛については、１年１産を実現する
・個体の能力に応じた効率的な肥育

③家畜疾病の発生予防及びまん延防止

総頭数 252万頭（現在 257万頭）
うち肉専用種 186万頭（現在 172万頭）
乳用種・交雑種 65万頭（現在 85万頭）
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22年度

27年度

22年度

27年度

（１）① 繁殖能力
② 産肉能力

ア 飼料利用性
イ 産肉性

（２）強健で肢蹄が強く、発育に応じて体各部の均称がとれ、供用期
間が長く飼養管理の容易なもの

（３）①純粋種の維持・確保

②育種価を基礎とした選抜を行いつつ、これまで行われてきた
能力及び斉一 性の高い系統の造成に加え、特に、繁殖能力
の向上を図る

③ア肥育豚の出荷日齢の短縮を図る
イ特長ある豚肉生産や一層の生産コストの低減を図る
ウ飼養豚の遺伝的能力を十分発揮させ、生産性の向上を図る

④衛生管理
⑤おいしさ評価

豚肉の需給動向に即した生産を行うことを旨として、
飼養頭数の総数は905万 頭（現在954万頭）とする。



5

鶏卵・鶏肉の需要動向に即した生産を行うことを旨として、飼養羽数
の目標を 次のとおり設定する。

卵用鶏：167百万羽（現在175百万羽）
肉用鶏：135百万羽（現在136百万羽）

また、多様化する消費者のニーズに応え、国は、特色ある鶏の増殖
に向けた種鶏の羽数が十分に確保されるよう努めるものとする。


